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の内，浅草，有楽町（壁面等 4箇所），お台場（日本科学未来館等 3箇所）の合計 18箇所にアニメーションを投
影し，実験を行った． 
その結果，投影サイズが鑑賞者の平均身長の 2/3以上の場合，「面白い」「綺麗」といった肯定的な意見が多く，
1/3～2/3 未満のサイズの場合，肯定的な意見と共に「不気味」という意見も見られる事が分かった．投影場所に
関しては，天井や人の背中のように，普段意識しない場所に投影されている場合，気付いた時に「怖さ」を感じ
る人が多かった．また，投影面の素材の違いによって，美しくも，グロテスクにも見える事が分かった． 
最後に，蝶のアニメーションにインタラクティブ性を加え，インタラクティブアート作品として調布祭期間中
の 3 日間，デモンストレーションを行った．人が近付くと蝶が逃げる，という反応を，消える，というインタラ
クションに置き換えて作品を制作した． 
 その結果，蝶がゆっくりと消え去る様子や出現する様子から，鑑賞者は「幻想的」「綺麗」という感想に加え，
「儚い」という印象を受ける事が分かった． 
これらの考察から，投影する映像が同じでも，そのサイズや投影場所が異なると見え方に違いが出てくると言
える．また，アニメーションにインタラクションを付加する事によって，インタラクションの無い場合と比べ，
蝶の見え方に広がりが出る事も分かった．よって今後は鑑賞者との間にインタラクションを加えたアニメーショ
ンを街中で投影して，感じ方の違いを考察し，街という公共空間に変化を与えるインスタレーションを提案する．  
 
